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日
当
た
り
5
・
2
ト
ン
で
あ
る
が
、

接
続
状
況
を
考
慮
す
る
と
1
日
当
た

り
3
ト
ン
弱
と
予
測
す
る
。

問　

徳
山
ダ
ム
の
導
水
路
事
業
お
よ

び
水
無
瀬
ダ
ム
に
つ
い
て
。

答　

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業

が
完
成
し
、
徳
山
ダ
ム
の
水
が
木
曽

川
に
導
水
さ
れ
る
と
、
渇
水
時
に
、

当
市
の
水
源
で
あ
る
岩
屋
ダ
ム
の
水

の
放
水
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
大
き
な
渇
水
に
も
対
応

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
事
業
費
8
9
0
億

円
、
平
成
27
年
度
を
完
成
予
定
と
し

て
、
延
長
43
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
導
水

路
を
揖
斐
川
か
ら
坂
祝
地
内
と
羽
島

市
南
端
で
通
す
も
の
で
あ
る
。

　

水
無
瀬
ダ
ム
は
、
岩
屋
ダ
ム
を
補

完
す
る
目
的
で
計
画
さ
れ
、
県
が
平

成
12
年
度
に
事
業
採
択
を
し
て
、
工

事
に
着
手
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

ま
だ
着
手
は
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
2
つ
の
事
業
は
、
県
や
国
の

調
整
を
見
守
る
と
と
も
に
、
渇
水
対

策
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。

　

最
終
計
画
に
よ
る
処
理
場
の
処
理

量
は
1
日
当
た
り
6
・
3
ト
ン
で
あ

る
が
、
国
の
認
可
は
1
日
当
た
り

4
・
4
ト
ン
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
処
理
施
設
を
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

緑
ヶ
丘
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

搬
出
し
て
い
る
汚
泥
量
は
。

答　

蜂
屋
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
よ

り
搬
出
し
、
緑
ヶ
丘
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
処
理
し
て
い
る
汚
泥
は
、
現

在
1
日
当
た
り
1
・
4
ト
ン
程
度
で

あ
る
。
平
成
21
年
3
月
末
の
汚
泥
量

は
、
1
日
当
た
り
1
・
6
ト
ン
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

平
成
28
年
度
末
の
全
体
計
画
は
1

る
。

　

し
か
し
、
地
形
等
の
地
域
の
事
情

に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
幅

員
4
メ
ー
ト
ル
で
も
実
施
を
し
て
い

る
。

問　

加
茂
野
地
区
の
住
環
境
整
備
と

農
地
の
保
全
の
考
え
方
は
。

答　

加
茂
野
地
区
は
、
農
業
振
興
地

域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

農
地
か
ら
除
外
さ
れ
て
宅
地
化
が
進

行
す
る
現
状
で
あ
る
が
、
開
発
面
積

が
1
0
0
0
平
米
以
上
は
、
公
共
施

設
等
の
取
り
扱
い
の
指
導
を
し
て
い

る
。

　

今
後
、
農
業
振
興
地
域
と
し
て
の

住
環
境
整
備
の
在
り
方
等
に
つ
い
て

は
、
農
地
所
有
者
や
地
域
住
民
と
農

政
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
協
議

し
て
い
き
た
い
。

問　

各
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　

快
適
な
居
住
空
間
の
創
設
を
目

的
と
し
た
川
合
・
本
郷
地
区
は
、
平

成
16
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
、
今
年

度
事
業
完
了
を
し
て
い
る
。
交
付
金

最
終
年
度
に
は
事
業
達
成
度
を
評
価

し
て
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
、
国
に

報
告
す
る
た
め
、
現
在
は
評
価
を
ま

と
め
て
い
る
。

　

歴
史
と
文
化
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
中
山
道
太
田
宿
地

区
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
事
業
着
手

し
、
中
山
道
会
館
建
設
事
業
、
ま
ち

な
み
修
景
事
業
等
行
っ
て
い
る
。
旧

シ
ュ
ロ
ス
の
見
直
し
等
に
よ
り
事
業

費
を
減
額
変
更
し
、
平
成
21
年
度
完

了
を
目
指
し
て
い
る
。

　

安
定
し
た
産
業
基
盤
の
確
立
を
目

指
す
中
蜂
屋
地
区
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
事
業
着
手
し
て
い
る
。
地
区
界

測
量
や
環
境
影
響
評
価
等
各
種
調
査

な
ど
、
組
合
設
立
に
向
け
た
技
術
援

助
を
行
っ
て
い
る
。

　

住
む
人
来
る
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
駅
北
地
区
は
、
平

成
20
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
。
安

全
に
国
道
横
断
す
る
た
め
の
横
断
歩

道
や
歩
道
の
設
置
、
道
路
事
業
計
画

等
の
設
計
等
進
め
る
。

問　

旧
シ
ュ
ロ
ス
の
計
画
変
更
と
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
の
関
連
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
は
、

対
象
地
区
・
交
付
期
間
・
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
・
目
標
の
実
現
状
況
を
定

量
化
す
る
指
標
等
を
示
し
、
5
年
間

の
交
付
期
間
内
に
計
画
実
施
す
る
も

の
で
、
事
業
完
了
年
度
に
事
業
評
価

を
行
う
。

　

交
付
期
間
内
は
、
目
標
を
実
現
す

る
指
標
を
十
分
確
認
し
な
が
ら
、
効

果
的
と
な
る
事
業
計
画
の
変
更
等
に

よ
る
事
業
費
の
増
減
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

旧
シ
ュ
ロ
ス
の
取
り
扱
い
は
。

答　

旧
シ
ュ
ロ
ス
の
具
体
的
な
活
用

計
画
の
策
定
内
容
が
、
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
の
対
象
事
業
と
し
て
効

果
的
で
あ
れ
ば
、
活
用
方
法
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

蜂
屋
川
処
理
場
の
汚
泥
処
理
施

設
の
計
画
は
。

答　

再
資
源
化
施
設
が
開
発
段
階
で

あ
る
た
め
、
平
成
21
年
度
1
年
間
を

か
け
て
蜂
屋
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
規
模
に
見
合
う
汚
泥
処
理
施
設
を

関
係
機
関
と
も
協
議
を
重
ね
て
検
討

し
た
い
。
設
計
も
含
め
る
と
完
成
は

平
成
23
年
ご
ろ
に
な
る
か
と
思
う
。

処
理
施
設
の
事
業
費
は
、
汚
泥
の
処

理
方
法
に
よ
り
差
は
あ
る
が
、
4
億

か
ら
5
億
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

人
口
急
増
地
域

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

下
水
道
事
業

渇

水

対

策

蜂屋川クリーンセンターの汚泥脱水機
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可　決　さ　れ　た　意　見　書

　今日の子どもを取り巻く環境は、いじめ、不登校、さらには学級崩壊など、子どもと教
育に関しては、引き続き大きな課題がある。
　こうした学校をとりまく諸問題を解決するためには、一人ひとりの子どもたちと深い信
頼関係に基づいた、心の通い合う教育をすることが不可欠であり、少人数学級を実現して
いくことが求められる。
　このような中、岐阜県では小学校 1、2年生に対して少人数学級を編制しており、美濃
加茂市においては、今年度、小学校 3年生まで拡大しているが、今後更なる拡大が必要で
ある。
　また、義務教育費国庫負担制度は、かつて国の負担が 2分の 1であったものが、現在は
3分の 1に削減されており、正規教職員の雇用や給料を圧迫し、教育の質の低下や教育費
の地域間格差を招く恐れがある。
　よって、美濃加茂市議会は、すべての子どもたちに豊かな教育を保障するために、義務
教育費国庫負担制度を堅持し、国の責任において、少人数学級実現に向けた諸施策を講じ
られるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　平成20年12月18日

岐阜県美濃加茂市議会　

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣

少人数学級の実現及び義務教育費国庫負担制度
堅持を求める意見書


